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景気 と地震 を予測す る奇跡 の書が著 された とい う宣伝である｡はて さていか

なるものか｡この教典 の標題 とい うのが. ｢構造安定 と形態生成 ｣ とい う変 っ

た ものだ｡数学の ことば と生物学 のことば を ｢と｣で くっつけた ものらしい｡

とにか く読んでみ ようかな と思 ったのは.つ まらない天邪鬼のこころか ら｡ と

い うのも, トム教 につ いて.解説 の類 は近時い くつか出ているけれ ども,原教

典 を直接に読んでるとい う人は.英語でないためか.案外 に少 ない らしい｡ 暑

い夏 をすごすには, こんな本を読むの もいいだろ う｡

とい うわけで, とりかかったのだが. これ がなん とまあ じつにひ どい本｡ と

にか く,わからない｡現代数学 も生物学 もどちらも知 らず,お まけにことばの

障樽があるのだか ら.全部わかろ う･などとは努努想わないが.それ に して もひ

どす ぎる. ひどい とい うのは, ひ とつには.全体 の構成 がコヒ- レン トにな-

ていない ｡ それに.いろんなことについての自分 の意見が ところどころにば ら

ば らと出てくる｡ ひど いのが何故かをもう少 し考 えてみると,それは, この書

が論理 の積重ねか らできてい るのではな く, かな り当て推量 を積重ねてできて

いるからだ｡ 御託宣 の展開である｡ これぞまさに ｢トムの理論 ｣な らず して,

｢トム教｣と呼ぶべき｡ つ ま りは. もののみかた, とらえかた.考えかた を説

いた書 なのだ｡ 読 んでみてそ うと知 って.はてな とお もった ｡ とい うのが､こ

れまで出ているい くつかの解説 では.破局の理論だけが強調 されている｡ これ

は. トム教の御利益のなかで,今の ところ現金化できる唯一 の部分であって.

それだ けに,教義のあ りがたさを伝 えるのに.破局の理論 を紹介するのが, も

っとも手 っとりばやいのだろ う｡だが.布教 という点では,それ はあま りに片

手落 ちなのではないか ｡ そんな意味ではてと感 じたわけだ｡ このはてなが, こ

んな文 をつづるきっかけにな ったO とはいえ.私 も伝道 をしよ うとい うつ もり

は, さらさらない｡む しろ.強い反探 さえ感ず る｡ 入信 を望 まれるかたは,や
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は り自ら原典 を味読 さるべきであろ う｡

初 めの章 と終章結語 は,読む ものに強い印象 を与える (もっとも,煙管の柄

の部分はほとんど解読できないのだが ).そ こには,物理的 なもののみかたに

対する根強い反伊が込 められている｡ 物理的 な もののみかたとい うのは.かな■

り塔 い意味であ って,化学 もひ とつ穴のムジナであり.生化学･分子生物学 の

分析 的手法 もすべて批判にさらされる｡.しか し.～何 といって も槍玉に上 げ られ

るのは･物理帝国主義で-あり･.こ/れ は相当に憎むべき もの らしいO 教祖の もっ

とも忌み嫌 うのは.何 でも数式化 して計算す るとい うや りくちである｡ デ ィラ

ック ｢量子力学 ｣の序文 に,こんな くだ りがあると引用 されている｡ ｢物理科

学 の主たる目的は,括像 を与 うにはあらず｡現象 を支配す る法則 を数式化 し,

もって新 現象 を発見するにあ り｡描像あらば よろし｡ され ど括像 の存否 はこれ

些事 ｣(1)ニュー トン以来の悪弊 とい うわ けである｡ ニ ュー トン以前のもののみ

かた とい うのは,何 でもかんで も計算 してみせ る とい うのではな く. もっと素

朴な､定性的なもののみかたであった し.我々の日常生活で問題になるの も,

ほ とん どすべて定性的な ことが らに しか過 ぎない｡ きちん とした量が問題 にな

るこ とは まずない｡

科学 において もそ うあるべ きだ とい うのである｡ そ こまでのことな らば.誰

しも考 えないことではない.そ こで.具体的に どう出発す_るかとい うと, もの

の形 とい うことを取上げ る｡ ｢人間精神 に課せ られたひとつ の中心課題 は.形

の うつ りかわ りとい う課題 である｣とい う文章で.教典が始 まる｡ 我々が識別

し名前 をっけるもの.それ らはある時間.ある空間を占め.ある安泰性 をもっ

た形 に他 ならない｡その形の時間発展 を予測 し.能 うならば説明す るのが全 ゆ

る科学の目的だ. ここでは.すべてが形 とい うものに集約 されているO

ところで, ただ形 とい うことを言っていて も.我々の日常の直観 に頗 るかぎ

り.大 したことは望 めない｡ そ こでこれに磨 きをかける必 要がある ｡ どうした

らいいかとい うと.微分 トポ tjジーの最近の進歩は.皆 さんの直観 を拡張する

のに うってつけで しょう｡ 直観 をゆたかに して くれるあ りがたい ものなのです｡

こうして,すべては,抽象的な空間での思考- とうつ され る｡ トム教 の真髄は

ここにある. 直観 とは,理解 とは. ｢わかった｣ とは何なのか｡それは､抽象
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化す ることこそ何 よ りの早道 なのです｡抽象的 な概念 ほど､簡明直裁わか りや

すい ものはありません｡そのためには現代の数学がぴったりなのです｡- じつは

そんな くだ りは一行 もな い. む しろあま りに当然であるがために,わざわざそ

う書いていないのだ｡ 数学者の もののみかたをここにはっき りと読みとること

ができる｡ およそ科学の使命は･形 の うつ りかわ りをとらえるにあると言い･

形の把握 には数学 を援用 するのが よいのだと言 い.その対象 は何に限るとい う

ことはない｡生物学はかな り面白い対象だが.その他 にも社会 とい うもの をど

うとらえるかとか.言語､思考.記憶 な どにまで到 る｡ これは. まさに数学帝

国主義だ｡

トム教 が科学のいろんな分野 に快 く迎入れ られるか どうかは. かな り興味深

い｡ 物理帝国主義 は. いろんな ところに侵入 していって.良かれ悪 しかれ大き

な根 を張 っている｡ それに比べて.数学の力は どうなのか｡ まず.物理の分野

では.教化のみ こみはほとん どないだろう. 教祖は.教化 できそ うな有望分野

として.生物学 のほかに素粒子論 を挙げている｡ けれ ど･素粒子理論家がやせ

てもかれても. トム教 にとびつ くだろ うとは私 には思 えない ｡ もともと物理学

者 とい う人種 は誇 高い人種であって.必要な ものはすべて 自分 でまかなってき

たo他所か らの借物 なしに済 ませ るとい う独立不嶺の精神 こそ. 自身 の発展の

力 ともな り.また他所-の侵入の力 とな ったのだろう｡ 実験理論 を問わない性

である｡ 数学について言 えば.物理学者の数学 に対す る不信 はかな り根強い.

(もちろん,応用数学は別 である )｡信心 が足 りなければ,霊験の あろうはず

がない. それに. トム教 の御利益の うちで ∴ 今のところ顕 わになっている部分

は非常にかんたんな場合 しか扱 えない ｡ いかに現象論 であるとい って も,べネ

ッイアノ振幅が出て くるとい うわけでは全然ない｡ そんなどうなるか もわか ら

ない教義 を学ぶ よ_りも,特殊函数 をひ とつで も身 につけてお く方がいいに決 ま

っている｡

更に言えば,御大層な道具立てのあ とで出て くる破局の理論 とい うのは,棉

転移 の現象論 と同一一視 して しまえば.何 のととはない｡ や っぱ りランダウは偉

か らたと言 うのみ である｡ たとえば,第 2種 の相転移がお こるとき自由エネル

ギーは
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2
F- x4 + u x + vx

と書 ける一｡ X は秩序パ ラメタである (トムは これ を内部パ ラメタと呼ぶ )｡ U

と Vは外部パラメタと呼ばれ.今の場合 は. それぞれ温度 と外場 に関係 してい

る (外部パ ラメタの個数を補次元 と呼ぶ ｡ 今 は補次元 2の場合である )｡破 局

の理論 (正 しぐは分岐の理論 )に含 まれる大切 な主張は,上の場合､ Ⅹ4 に始

まる多項式 ならば, Ⅹ-0近 くの定性的ふるまいに関す る限 り,すべての函数

は上 の表式 で書 きつ くされ る, とい う点にあ る｡

第 1種の転移 ならば. x6 か ら始 める必要があ り.その場合に も一般 の形 を

書下 すこ とができる (もっとも,その一般性 の証明にはかな りの数学 を必 要 と

す る らしい )｡ 更 には内部パ ラメタが2個 の場合 も考えられ るd内部パラメタ

の個数 のこ とを補 ランクと呼ぶ ｡ トムは.補次元 1-4.補ランク 1-2の場

合 に全部 で 7種類の型があ りうることを示 し. これ らをェ レメンタ リーな もの

と呼んでい る｡ 補ランク 2以上 とい うのは.相転移で言えば.秩序パ ラメタ2

個以上 の坂合 にあた り. ｢広義 の強誘電体｣の現象論がこれに相 当する. 誘電

分極以外 の秩序が転移の主犯であ り.分極 はそゐお供 として現れ る｡ もっとも.

この場合の 自由エネルギーの表式は. トムのエ レメンタリー 7種中には含 まれ

ていない｡ もっと複雑な もののようだ｡

こんな式 を書いた序に.破局 とい うことばの意味づけを書いてお こう.上 の

相転移の例で言 えば. F(Ⅹ)が極小にな る安定平衡点 (これ をア トラクタと呼

ぶ )が実際に実現す る｡ ところが･ア トラクタは,外部パ ラメタの変化 に よ り

生成 あ るいは消滅 する｡ この生成消滅現象のことを (とくにそれが形の上 に現

れ る効果のことを )破局 と呼ぶ 0 7種 の型の函数は, それぞれに異 った破局の

パターンを示 し.それ らは素破局 と呼ばれている｡ 素破局の実際上の応用は.

次 のよ うに行われ る｡ まず何 らかの系を考えるわけだが.それ はあまりに大 き

す ぎてはならない｡大局的なふるまい全部を記述するモデルを? ぐり上げるの

は､ あま りに大変 なことだから.局所的なふ るまいに注目す るだけで満足 して

いた だかな くてはならない｡次 に,微視的なところにまで立入ることは.遠慮

して もらわねばな らない｡ 自由度の数 (補 ラ ンク )や,制御す る外部変数 の数
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(補次元 )が大 きすぎた のでは.やや こしいことになる｡ 結 局の ところ,マ ク

ロな系の局所的 ふるまいであって､少数 のパ ラメタで記述 で きるものだけが,

素破局の応用対象 となる｡ ここで,その系 の示す現象に着 目して. どのような

破 局 が現れているか を観察す る｡ そ の結果､素破局 のどれかが実現 しているこ

とがわかれば､ めでた しとい う次第になる｡ 相転移 の場合で言えば,第 2種 の

転移 であることが実験か ら知れ たな らば,上 の逐数形 を考 えれば よく,それ だ

けで.すべての局所的定性的ふ るまいを正 しく記述 できる とい う順序立てだ｡

現象論だか ら,転 移が何故お こるのか,何 故第 2種 なのか､秩序パラメタ,外

部パ ラメタの意味が何 なのかはわか らない O そのためには具体的 な研究が必要

であ る｡ 破局の理論 は. そこまで面倒は見て くれない｡ (なお､位相的性質が

同 じ限 りは同 じもの とみなされ るわ けだか ら,臨界指数 を与 えるな ど. とうて

いで きるわけがない｡ )

こんなよ うな もののみ かたは.物理では新奇なことではないOむ しろ,数式

化 されたモデルなどほとんど思 い もよらないよ うな分野 でこそ, この考-かた

の利得があるのだろ う｡ 物理 -の応用 とい う点 では.ほ とん ど新 しい価値 をも

た らさないd教祖 の関心 は. さ しあた って,生物学 とくに発生 学に強 く向いて

い る｡ 発生のい ろんな現象に素破局の見出 され ることを具体的 に指摘 している｡

残念ながら.その内容 も価値 も私 にはわか らない｡

そ もそ も形 の重要なこ とは.今 に始 まった.ことではない｡ む しろ. トムがそ

こに学んだと言 うべきだろう｡ 分析的手法にた よ りすぎることの危 険 も,生物

学者 自身が知 っているはずだ｡ た とえば.最近の分子生物学 の進歩はみ ごとだ

が･染色体の役割 が嘩大に評価 されていて･生命現象 の連続性･動的側面が軽

視 されている. な どと言 うだけならばかんたんだ｡ そんなこ とは,係わ ってい

る本人がよく知 っているO 生物学者は馬鹿ではない｡ 勝負 はその先､ どうアタ

ックす るかにある｡ 教祖 は.そ こに数学の秘 めた可能性 を指 し示 して.道 を拓

いた ｡ 生物につ いて具体的 に示 されている多 くのモデルが どれ ほどの意味 をも

つ ものか.専門家の考 えをうかがえれば面白い｡ もちろん､個 々の現象 につい

ての ｢なぜ ｣に答 えるのは.数学ではない. いちいちの現象につ いて,汗水流

さねば答 は得 られなレJ. 教祖の思想は. しか し. それが全部わか らなければい
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けない とい うのでは話にならない｡ 細 かな制約 な どは.1幾何学的 に表現 で きる

はずの ものであ って.逆 に現象からモ デルをっ くらて攻 めてゆけば よい とい う

のである｡ そ して.そのよ うな局所的モデルが確立 した暁 には,それ らを統合

して大局的モデル をっ くる ことがで きるだろ う｡ その作業 に, トポ ロジーは大

変向いてい る (のだそ うだ )Oこ うい うもののみかたに.生物学 者は何 と答 え

るのだろ うか｡ 生物の もっとも生物 らしいところは数学 が牛耳 っているのだろ

うか｡数学者 がわか ったぞ といつの日か叫ぶ とき,生物学者 もわ かった と言 う

だろ うかO

いず れ にせ よ, トム教が世の中に どの ように受入れ られてい くかは注 目に値

す る｡ (トム教学, トム教史な どこれか らの研究 として非常に有望 であろ う｡)

だが.何せ.教祖 自ら宣 うごとく,ふ だ-んや ってるこ とは進 か離れた問題 に手

を染 めるにっ いては,心や ましさが全然 ないわけではなかったそ うであ り, し

か も. 大部分の ことはたんなる当て推量によってい るんだそ うであるから. こ

れ を空想 と決 めつ けて切 って捨 てて も拘わないとのことである｡ ただ し, ｢こ

んなに大勢の学者 さんが 世界中 のことを計算 して る ときに.空想 できる者が空

想 するのは,望 ま しいことではないか｣ と居直 られ たら.計算 してるあなたは

何 と答 え る ?

(1) 私 の もってる日本語訳 には, この文 はまだみつからない｡代 りに ｢数学

の形式 にた よらずに.物理的 な考 えを心 に措 けるよう,努 めねば ならぬ｣

とい う文章 が見つかったO
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